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理事長よりご挨拶 

平成30年12月7日の理事会において、社会福祉法人朔風理事長を拝命いたしました。 

開設以来 16 年間に渡り、初代理事長として朔風を牽引されてきた船木宏通前理事長の

下、施設長また理事の立場で様々な経験をさせていただきました。この度船木前理事長の

急逝を受け、後任として大役を仰せつかることとなり、重責に身の引き締まる思いでござ

います。ご承知のとおり日本は急速な高齢化が進み、知的障がい福祉の領域においても高

齢期支援のあり方が課題となっております。 

朔風は、高齢期対応のグループホームとして平成 24 年に「そら」、そして平成 30 年

には「あおぞら」を開設し、船木前理事長を先頭に一丸となって「親なき後」対策に力を

入れて参りました。 

誰もが身近な地域で生活し、満足して人生を全うできるように『親身になって、親の身

になって』必要な支援を創ろうという法人の精神は絶やすことなく引き継がれて行かなけ

ればなりません。 

甚だ微力ではございますが、船木前理事長が常日頃より口にされておられました 

『障がいを負ったことは不運であっても、不幸ではない人生を歩むために』 

そのために必要な福祉サービスの拡大と充実に向け、最善の努力をいたす所存でござい

ます。今後とも、一層のご支援ご教導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

                           理事長 中山
なかやま
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法人について 

知的な障がいのあるお子さんを持つ母親の運動がきっかけで、昭和 27 年東京都に「手

をつなぐ親の会」が結成されました。この動きは全国各地に大きなうねりとなって広がり、

札幌市においても昭和 34 年に「札幌市手をつなぐ親の会」（後に「札幌市手をつなぐ育

成会」に改称）が結成されました。 

この育成会を母体にして平成 14 年に設立されたのが「社会福祉法人 朔風」です。朔

風とは「北風」を意味し、平成 2 年に札幌市で開催された全日本育成会全国大会のスロー

ガン「福祉の風は北から」に着想を得ています。 

誰もが住み慣れた地域の中で自分らしく安心して暮らし、社会参加をするための仕組み

づくりと、これからの福祉のあり方について、北の街から発信していきたいという想いを

込めた名前です。障がいのある方のライフステージに対応して求められる多様なサービス

の実現に向けて、制度だけでは担えない独自の事業を含めて取り組んでいます。 
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